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一筆地調査及び一筆地測量について

・土地の所有者の方へのお知らせ文書の内容

・立ち合いについてのお願い

・一筆地測量について
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一筆地調査は、土地の配列に従って順次行うように計画します。
また、午前の部は９時２０分頃から１２時頃まで、午後の部は１３時２０

分頃から１６時頃までの時間で計画します。
まずは、立会いの日時を計画してお知らせしますが、御都合の悪い場合は

日程を調整しますので、８頁で説明する返信用ハガキでお知らせください。
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一筆地調査（境界確認のための立会い）の例

午前の部
9時20分頃から
12時00分頃まで

午後の部
13時20分頃から
16時00分頃まで
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境界確認の立会いのための日時をお知らせする通知文書は、遅くとも予定
日の２週間前までには到着するよう、４月中旬頃から順次、郵便でお送りし
ます。
左は、通知文書で、立会いのお願いと、立会いに当たっての注意事項等を

記載しています。
右は、通知文書の別紙（複数枚の場合あり）で、所有されている土地の表

示や立会いの日時、集合場所等、具体的な事項を記載します。
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文書で境界確認のための立会いの日時をお知らせします。



立会いの際には、この通知文書別紙を回収させていただきます。これを提
出いただくことで、土地の登記名義人又はその相続人本人であることの確認
をします。御持参いただけなかった場合は、本人確認のため運転免許証等の
提示をお願いします。
この通知文書別紙の下側は、委任状欄となっています。代理の方が立ち会

う場合は、所有者等本人が必要事項を記入し、代理の方にお渡しいただき、
立会いの当日に通知文書別紙を持参するようお伝え願います。
また、会社又は法人の場合で、従業員の方が立ち会う場合も同じです。
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文書で境界確認のための立会いの日時をお知らせします。

⚫ 現地立会いの時には、通知文
書別紙（立会いの日時をお知
らせする書面）を御持参くださ
い。

⚫ 代理の方は、委任状欄が記入
された通知文書別紙を御持参
ください。



通知文書には、お知らせした調査日時の立会いで差し支えがないかどうか
確認させていただくため、「返信用ハガキ」を同封します。
該当する部分に御記入いただき同封するプライバシー保護シールを貼って、
折り返し返送していただくようお願いします。
調査日時に差し支えがある旨の御回答を頂いた場合は、日程の調整を行い

ます。
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返信用ハガキ

• 立会いのお知らせには、
返信用ハガキを同封しま
す。

• お知らせした立会い日時
について、出欠の可否等
をこのハガキでお知らせく
ださい。



立会いは、毎週月曜日から金曜日（平日）の午前９時２０分頃から午後４
時頃までを予定しています。
立会いの進行状況により、お待たせすることがあるかもしれませんが、御
了承ください。
また、雨天の場合も原則として立会いを行います。
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立会いにあたってのお願い

毎週月～金曜日（平日）の午前９時２０分頃
から午後４時頃の間に立会いを行います。

⚫立会いをスムーズに行うため、案内時間には立会場
所に御集合ください。

⚫立会いの進み具合により、お待たせすることがある
かもしれませんが、御了承ください。

⚫原則として雨天も立会いを行います。



境界確認は、土地の配列に従って、お一人ずつ順番に行います。最初の立
会いでは隣接地の所有者は同席しません。
よって、先に立ち会っていただいた方と確認した境界点に、ペンキなどで
黄色のマーキングをし、その後、隣接地の所有者にその点を確認していただ
いて、境界の認識が一致し、境界標識がない場合には境界標識を設置します。
当日中に境界標識を設置できない場合は、一旦、赤色のマーキングし、後

日、境界標識を設置します。
双方の境界の認識が一致しなかった場合は、日を改めて、双方による再度
の立会いを行います。
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境界の確認方法について
立会いは、各所有者ごとに実施し、隣接地の方と同時には行いませ
ん。

まずは、先に立会いしていただく方の境界の認識点に、ペンキなどで
黄色のマーキングをします。

その後、隣接地の方に、その点を
確認していただいて、境界の認識が
一致すれば境界標識を設置します。

境界の認識が一致しなかった場合
は、日を改めて、再度立会いを行い
ます。



先ほどの説明と重複しますが、関係する所有者の一方だけに確認いただ
いた境界点には、黄色ペンキでマーキングをします。
双方の所有者に確認いただいた境界点には、直ちに境界標識を設置する、
又は、赤色ペンキでマーキングをします。
赤色ペンキの位置に、既存の境界標識がなければ、今回の作業で新しい

境界標識を設置します。
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立会い時に使用する印について

黄色ペンキのマーキング

赤色ペンキのマーキング

複数の所有者のうち、

所有者の一部の確認が
できた場合

複数の所有者の全員の
確認ができた場合

境界点について



これが、当作業で設置する予定の境界標識です。費用は国が負担しますの
で、無料です。
この境界標識は、金属プレート製と、金属鋲とがあります。どちらを設置
するかは、境界の地形、形状によります。
設置場所の地面が土の場合ですと、プラスチック杭を設置する場合もあり

ます。
できるだけ、全ての境界点に設置しますが、設置が困難な所については、

所有者の方と御相談の上、設置します。
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境界点に設置する標識・・金属プレート、金属鋲（無料）
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境界点に、既に境界標識が設置されている場合は、その境界標識を用い、
近くに境界点の管理番号を刻印した点名プレートのみを設置します。
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既設境界標の場合

既設コンクリート杭 既設金属プレート

既に境界標が設置されている場合は、そのまま使用し、境界標
の近くに番号が書かれたプレートを貼り付けます。



これは、コンクリート杭と呼ばれる境界標識です。
設置後に杭が動かないように、モルタルを詰める「根巻き作業」を行っ

ています。
設置に技術と時間を要し、資材費も金属プレート等より高価なため、設

置する場合には、費用を御負担していただくことになります。
設置の御希望、料金の御相談につきましては、境界確認の立会いの際に、

作業担当者へお伝えください。

また、「石垣が割れるおそれがある。」、「玄関先に目立つものを設置
したくない。」などの理由で、境界標識を設置したくない場合には、その
旨を作業担当者にお伝えください。
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境界標を打ち込みたくない場合は申し出てください。

コンクリート杭の設置を希望される場合は、
別途料金負担が必要になります。

有料の境界標識の設置を希望する場合

境界標識の設置を希望しない場合



現地で調査や測量を行う担当者は、広島法務局が発行した身分証明書
を携帯しています。
また、この写真のような腕章を着用しています。
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作業員が携行する身分証明書等
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裏面
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広島県

広島
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令和○○年3月31日）



一筆地測量は、順次皆様の土地の境界を測量します。

この測量は、基準点を用いて行います。
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一筆地測量・・・・・皆様の土地を測量します。
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基準点を用いて、境界を測量します。

●近代的測量によって境界点の
一つ一つに国家座標値を付して、
土地の位置・境界を明確にした地図


